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第１２回標茶町農業委員会総会会議録 

 

                       開催年月日 平成３０年５月２５日（金曜日）                

開催場所  標 茶 町 役 場 議 場 

○議 事 日 程      

第 １ 会議録署名委員の指名について        

第 ２ 会期決定について 

第 ３ 会務報告 

第 ４ 報告第３１号 農用地の賃貸借に係る合意解約について            ６件 

第 ５ 報告第３２号 農用地利用関係調整・あっせん申出に係る 

あっせん委員の指名について                 ４件

第 ６ 報告第３３号 農用地譲渡申出に係るあっせん結果について          １件 

第 ７ 報告第３４号 農用地賃貸借申出に係るあっせん結果について         １件 

第 ８ 報告第３５号 農用地利用関係調整・あっせん申出の取りやめについて     １件 

第 ９ 議案第５０号 現況証明願について                     １件 

第１０ 議案第５１号 農業振興地域整備計画の変更について             ７件

第１１ 議案第５２号 農地法第３条の規定による許可申請について          ３件

第１２ 議案第５３号 農地法第４条の規定による許可申請について          ２件

第１３ 議案第５４号 農地法第５条の規定による許可申請について          ２件

第１４ 議案第５５号 農用地利用集積計画の作成の要請について          １９件 

  

 

○出席委員（１５名） 

    １番 澁谷  洋 君   ２番 高松 俊男 君   ４番 橘  澄子 君 

    ５番 嶋中  勝 君   ６番 甲斐やす子 君   ７番 森田 享子 君 

    ８番 大泉 義明 君   ９番 渡邊 裕義 君  １０番 平間  清 君 

   １１番 類瀬 正幸 君  １２番 熊谷 英二 君  １３番 津野  斉 君 

   １４番 笛木 眞一 君  １５番 髙橋 政寿 君  １６番 佐瀨日出夫 君 

 

○議事参与の制限を受けた委員（ ３名） 

    ●番 ●● ●● 君  ●●番 ●● ●● 君  ●●番 ●●  ● 君 

 

○欠席委員（ １名） 

    ３番 髙原 文男 君 

 

○その他出席者 

事務局長 相撲 浩信 君         振興係長 若松  務 君         

主  任 高橋  望 君         主  事 湊谷 省吾 君 
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（会長 君、議長席に着く。） 

 

◎開会の宣告 

 只今から第１２回標茶町農業委員会総会を開会致します。 

只今の出席委員は１５名、欠席１名であります。 

よって、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定による定足数に達しておりますので、

本総会は成立致しました。 

                                 （午前１０時１０分開会） 

 

◎開会の宣告 

 直ちに会議を開きます。 

  

     ◎会議録署名委員の指名 

 日程第１。会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、会議規則第８２条の規定により、 

       １２番・熊谷君   １４番・笛木君  

を指名致します。 

 

◎会期の決定について 

 日程第２。会期決定を議題と致します。 

 第１２回標茶町農業委員会総会の会期は本日１日限りと致したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、本総会の会期は本日１日と決定致しました。 

 

◎会務報告 

 日程第３。会務報告を行います。 

 会務報告は印刷配布のとおりであります。 

 

◎報告第３１号 

 日程第４。報告第３１号、農用地の賃貸借に係る合意解約について、内 

容６件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

なお、●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になってお

りますので、除斥を求めます。 

                                   （●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 報告第３１号について説明させていただきます。 

農用地の賃貸借に係る合意解約について、農地法第１８条第６項の規定による合意解約の通知が
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あったので報告致します。 

合意解約の通知があった土地の表示、別紙のとおり６件であります。 

番号１。 

 賃貸人、●●●●●●●●●●、●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●さん。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●●● ●●●●● ●● ●さん。 

 土地の表示、字クチョロ原野２１９－１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、２２４，６１７㎡。 

 設定内容は、賃貸借。 

 契約年月日は、平成２９年６月２日。 

 契約期間は、平成２９年６月２日から平成３４年６月１日まで。 

 賃貸借の解約が合意された年月日は、平成３０年４月１６日であります。 

 以上です。 

号１について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については報告のとおり承認されました。 

（●●●●君復席） 

 お諮り致します。 

 番号２から番号６まで内容５件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんが。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

よって、番号２から番号６まで内容５件を一括議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 賃貸人、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●さん。 

賃借人、●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の表示、字オソツベツ２５４－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１３，７０９㎡外３筆、合計の面積が９３，５３５㎡。 

 設定内容、賃貸借。 

 契約年月日は、平成２７年６月１日。 
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 契約期間は、平成２７年６月１日から平成３２年５月３１日まで。 

 賃貸借の解約が合意された年月日は、平成３０年３月１２日であります。 

なお、番号３から番号６まで設定内容がすべて賃貸借でありますので、説明を省略させていただ

きます。 

なお、番号３と番号４ですが賃貸人、契約年月日、契約期間、賃貸借の解約が合意された年月日

が、番号２と同じでありますので、説明を省略させていただきます。 

番号３。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の表示、字オソツベツ２５９－３の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２３，８２３㎡。 

 番号４。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の表示、字オソツベツ原野２１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１９，０００㎡外２筆、合計面積が５０，１３０㎡です。 

 番号５。 

 賃貸人、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の表示、字虹別６９０－１８。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４７，６９６㎡外７筆、合計の面積は８２，２７５．２２㎡です。 

 契約年月日は、平成２６年６月３０日。 

 契約期間は、平成２６年６月３０日から平成３６年６月２９日まで。 

 賃貸借の解約が合意された年月日、平成３０年５月８日であります。 

 なお、番号６につきまして賃貸人、契約年月日、契約期間、賃貸借の解約が合意された年月日が、

番号５と同じですので説明を省略させていただきます。 

番号６。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の表示、字虹別原野６３６－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２８，２１８㎡外３筆、合計の面積は６７，０２２㎡。 

 以上であります。 

２から番号６まで内容５件について事務局の説明を終

わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 
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 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２から番号６まで内容５件は報告のとおり承認されました。 

 以上をもって、報告第３１号内容６件は報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第３２号 

 日程第５。報告第３２号、農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあ 

っせん委員の指名について、内容４件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

 番号１から番号４まで内容４件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号４まで内容４件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 報告第３２号について説明させていただきます。 

 農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあっせん委員の指名について、農用地利用関係調整・

あっせん申出に係るあっせん委員を次のとおり指名したので報告するものであります。 

 指名したあっせん委員は、別紙のとおり４件となっております。 

 番号１。 

 あっせん申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●● ●

●● ●● ●さん。 

 申出面積、５３．３ｈａ。 

 指名年月日、平成３０年４月１６日。 

 申出の種類、賃貸借。 

指名あっせん委員、大泉委員、渡邊委員、笛木委員。 

なお、番号２、３につきまして、あっせん申出者が番号１と同じであるため、説明を省略させて

いただきます。 

 番号２。 

 申出面積、９．７ｈａ。 

指名年月日、平成３０年４月２６日。 

 申出の種類、売買。 

指名あっせん委員、澁谷委員、高松委員、平間委員、髙橋委員。 

 なお、番号３につきまして、指名年月日、申出の種類、指名あっせん委員が番号２と同じであり

ますので、説明を省略させていただきます。 

 番号４につきましても、申出の種類が番号２と同じですので、説明を省略させていただきます。 

 番号３。 

 申出面積、６４．７ｈａ。 

 番号４。 

 あっせん申出者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 申出面積、１４．９ｈａ。 
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 指名年月日、平成３０年５月９日。 

 指名あっせん委員、大泉委員、笛木委員、森田委員、渡邊委員。 

 以上です。 

から番号４まで内容４件について事務局の説明を終

わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第３２号内容４件は報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第３３号 

 日程第６。報告第３３号、農用地譲渡申出に係るあっせん結果について、 

内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

報告第３３号について説明させていただきます。 

農用地譲渡申出に係るあっせん結果について次のとおり報告するものであります。 

別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 あっせん譲渡申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●● 

●●● ●● ●さん。 

 あっせん委員長、髙橋委員。 

 あっせん委員、澁谷委員、高松委員、平間委員。 

 報告年月日、平成３０年５月１日。 

 譲受人、地番、価格等については下記のとおりとなっております。 

 土地の所在、字クチョロ原野２２７－２。 

 現況地目、畑。 

面積、７２，０１４㎡外２筆、合計面積が９７，９２２㎡となっております。 

価格、２，６３０，０００円。 

譲受人氏名、●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

続いて、土地の所在、字クチョロ原野１１８－１。 

 現況地目、畑。 

面積、３１，９０２㎡外２１筆、合計面積が６４７，０２８㎡となっております。 

価格、１２，９２２，０００円。 
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譲受人氏名、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

合計２５筆、合計面積は７４４，９５０㎡、合計の価格が１５，５５２，０００円となっており

ます。 

 番号１につきましては、あっせん委員長である髙橋委員より、結果について報告を願います。 

 １５番・髙橋君。 

○１５番（髙橋君） １５番・髙橋です。 

 報告第３３号、番号１について報告致します。 

４月２６日に、あっせん委員の指名があり、５月１日に澁谷委員、高松委員、平間委員と私と事

務局より相撲局長、湊谷主事で役場中会議室において、第１回あっせん委員会を開催致しました。 

あっせん委員長には、私が互選されました。 

本件は、平成２５年度に農地保有合理化事業により、公益財団法人 北海道農業公社の取得した

農地を、●●●● ●●●●●●さんと●●●● ●●●●さんが借上げ、今年度公社より売渡を

受ける案件です。 

詳細については、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号１について事務局の説明、並びににあっせんにあたら

れました、１５番・髙橋君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第３３号内容１件は報告のとおり承認されました。 

 

◎議案第３４号 

 日程第７。報告第３４号、農用地賃貸借申出に係るあっせん結果につい 

て、内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

報告第３４号について説明させていただきます。 

農用地賃貸借申出に係るあっせん結果について、次のとおり報告するものであります。 

 別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 あっせん賃貸借申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●

● ●●● ●● ●さん。 

 あっせん委員長、大泉委員。 
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 あっせん委員、渡邊委員、笛木委員。 

 報告年月日、平成３０年５月１１日。 

 借受人、地番、金額等については下記のとおりとなっております。 

 土地の所在、字虹別４３０－１。 

 現況地目、畑。 

面積、６３，８５７㎡外７筆、合計面積は２２４，１６３㎡となっております。 

年間賃借料、３０８，１４０円。 

借受人氏名、●● ●さん。 

賃貸借期間につきましては、公告の日から平成３５年２月２８日までとなっております。 

続いて、土地の所在、字虹別原野２３７－３。 

 現況地目、畑。 

面積、７０，３４１㎡外１０筆、合計面積は１８８，８１３㎡となっております。 

年間賃借料、２５８，２６０円。 

借受人氏名、●● ●さん。 

賃貸借期間につきましては、先ほどと同じであります。 

続いて、土地の所在、字虹別４３８－６。 

 現況地目、畑。 

面積、１２０，６００㎡。 

年間賃借料、１６７，１００円。 

借受人氏名、●●●●さん。 

賃貸借期間につきましては、先ほどと同じであるため、説明を省略させていただきます。 

合計２０筆、合計面積は５３３，５７６㎡となっております 

 なお番号１につきましては、あっせん委員長であります大泉委員より、報告をお願い致します。 

 ８番・大泉君。 

○８番（大泉義明君） ８番・大泉。 

 報告第３４号、番号１について報告致します。 

５月１１日に役場小会議室において、あっせん委員会を行い、あっせん委員には笛木委員、渡邊

委員と、私が指名され事務局より相撲局長、湊谷主事が出席しあっせん委員長に私が互選されまし

た。 

この農地は、●●●●さんより、あっせん申出があり、北海道農業公社が買入を実施した農地で

あり、５年後に取得予定の●● ●さん、●● ●さん、●●●●さんへ賃貸するものです。 

内容については、事務局説明のとおりです。 

以上報告終わります。 

○  以上をもって番号１について事務局の説明、並びににあっせんにあたら

れました、８番・大泉君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 
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 ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第３４号内容１件については報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第３５号 

 日程第８。報告第３５号、農用地利用関係調整・あっせん申出の取りや

めについて、内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第３５号について説明させていただきます。 

 農用地利用関係調整・あっせん申出の取りやめについて、農用地利用関係調整・あっせん申出に

ついて別紙のとおり取りやめがあったので報告するものであります。 

 別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 あっせん申出取りやめ者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 申出面積、４２．６ｈａ。 

 指名年月日、平成３０年４月１６日。 

 申出の種類、売買。 

 取りやめ申出年月日、平成３０年５月９日。 

 取りやめ面積、４２．６ｈａ。 

 取りやめの理由、都合により。 

 なお、これにつきましては、平成３０年４月２５日開催の第１１回総会におきまして、報告第２

９号番号７で、あっせん委員の指名について審議されたものです。 

 以上です。 

○  以上をもって番号１について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告３５号内容１件については報告のとおり承認されました。 

 

◎議案第５０号 

 日程第９。議案第５０号、現況証明願について、内容１件を議題と致し

ます。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

振興係長若松君。 
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○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第５０号について説明させていただきます。 

 現況証明願について、北海道農地法関係事務処理要領に基づき願出のあった、下記の土地の現況

証明願について議決を求めるものであります。 

 別紙のとおり１件であります。 

 番号１。 

 土地の所在、字虹別原野５９線１２８－４の内。 

 登記簿地目、牧場。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、５５３．５０㎡。 

 農地区分、一般民有地。 

 利用状況、未利用地。 

 所有者名は、●● ●さん。 

申請者名は、●●●●さん。 

 調査委員は、森田委員、大泉委員、渡邊委員、笛木委員。 

 調査年月日は、平成３０年５月１４日であります。 

 なお、調査結果につきましては、笛木委員よりご報告をお願い致します。 

 １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５０号、番号１について報告致します。 

 ５月９日付けで、調査依頼があり５月１４日に調査してまいりました。 

 調査委員といたしましては、森田委員、大泉委員、渡邊委員、事務局からは若松係長と私で現地 

調査を行ってまいりました。 

 現地の状況は、配布資料の１ページから２ページをご覧下さい。 

 この土地は、３０年以上前から施設用地であり、一部パドックその他未利用地となっておりまし

た。 

現地調査の結果、農地、採草放牧地以外であることを確認しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

 以上報告終わります。 

 以上をもって番号１について事務局の説明並びに、現地調査にあたられ

ました、１４番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第５０号、内容１件は原案可決されました。 

 

◎議案第５１号 
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 日程第１０。議案第５１号、農業振興地域整備計画の変更について、内

容７件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 議案第５１号について説明させていただきます。 

 農業振興地域整備計画の変更について、農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２に

基づき、標茶町長より意見を求められた下記の件について、意見を求めるものであります。 

 意見を求められた土地の表示は、別紙のとおり７件となっております。 

 番号１。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字虹別原野６３線１０４番１。 

 現況地目、畑。 

 面積、９，４０９．４１㎡外１筆、合計の面積が１７，９６０．３２㎡。 

 事業計画の名称、牛舎及び農業用施設の建設、作業敷地の確保。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、牛舎７７７．６㎡、スタック２，１６０㎡、パドック３，７８０㎡、ロール置場

２，８００㎡。 

 土地所有者、●●●● ●●●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は、農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外

に代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものでありま

す。 

 番号１につきましては、調査委員であります笛木委員から報告をお願い致します。 

 １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５１号、番号１について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１７日に大泉委員、森田委員と事務局より相撲

局長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の３ページから５ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●で酪農を営む、●●●● ●●●●●●さんが所有地に農業用施設を建設する

ために、農振農用地区域内の農地を農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどう

かの意見を町より求められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおり確認しています。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画については記載のとおり確認しております。 

 今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺には農用地等以外の代替地がなく、周辺農用地への影響も軽微なことからやむを得ないもの

と判断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 
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君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１４番・笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

 続いて番号２を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

                                   （●● ●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字阿歴内原野南３線１５７番地２。 

 現況地目、畑。 

 面積、２８，１００．１１㎡。 

 事業計画の名称、乾草庫・育成舎・哺育舎・処理室・管理室・導入舎・隔離室・飼料庫・堆肥舎・

尿溜め施設整備。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、乾草庫７２９㎡、育成舎６，２２９．９８㎡、哺育舎５０５．４４㎡、処理室・

管理室１７８．２㎡、導入舎１８３．６㎡、隔離舎２５．９２㎡、飼料庫７７．７６㎡、堆肥舎９

００㎡、尿溜め１９．２５㎡となっております。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第５条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 なお、番号２につきましては、調査委員であります類瀬委員に、報告をお願い致します。 

 １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬です。 

 議案第５１号、番号２について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１６日に甲斐委員、橘委員、事務局より相撲局

長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の６ページから８ページに記載されておりますのでご覧ください。 
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 申請者は、土地の借受者であり、●●●で●●●●を行う予定の●●●● ●●●●●さんが売

主である●●●●さんの土地に、農業用施設を建設するために、農振農用地区域内の農地を農地以

外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたものであり

ます。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しております。 

 変更しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおりと確認しております。 

今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺には農用地等以外の代替地もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ない

と判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢あり｣の声あり） 

 ２番・高松君。 

○２番（高松俊男君） あの、素朴な疑問なんですけど、この●●●● ●●●●●という名前の

意味がわかれば、代表者が誰なのかわかれば教えて下さい。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 ●●●●●さんの代表につきましては、●●●●さんが代表となっております。 

 意味なんですけれども、前に聞いたのは、「●」が●●を表していて、「●●●●」の意味が●

●●●●●●●●●●●●●●●をおっしゃってました。 

 ２番・高松君。 

○２番（高松俊男君） わかりました。 

 他にご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

続いて番号３を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

                                   （●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号３について説明させていただきます。 
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 区分、除外。 

 地番、字阿歴内原野南３線１５７番地２。 

 現況地目、畑。 

 面積、１，１７５．９７㎡。 

 事業計画の名称、農家住宅建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●さん。 

 事業開始、除外後。 

 事業の規模等、住宅２４９．４８㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農家住宅を建設するものであります。 

 他法令の許認可の見通しについては、農地法第５条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は住宅建設地とすることにより農業経営の上で有利となり、周辺には農

用地等以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定するものであ

ります。 

 なお、番号３につきましては、調査委員であります類瀬委員より、報告をお願い致します。 

 １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬。 

 議案第５１号、番号３について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１６日に甲斐委員、橘委員、私、事務局より相

撲局長、湊谷主事で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の６ページから８ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●で●●●●を行う予定の●●●● ●●●●●さんが農家住宅を建設するた

め、農振農用地区域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうか

の意見を町より求められたものであります。 

 調査の結果、住宅の建設地とすることは妥当と判断し、問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおりと確

認しております。 

 除外しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおり確認しております。 

周辺にも、代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ないと判断いたし

ました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって番号３について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました。 
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（●●●●君復席） 

続いて番号４を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号４について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字多和３３０番地１。 

 現況地目、原野。 

 面積、９，８６３．７６㎡となっております。 

 事業計画の名称、育成舎・パドック・ロール置場施設整備。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、育成舎８７４．８㎡、パドック４，７２１．２４㎡、ロール置場１，４６０．３

９㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号４につきましては、調査委員であります嶋中委員より、報告をお願い致します。 

 ５番・嶋中君。 

○５番（嶋中 勝君） ５番・嶋中。 

 議案第５１号、番号４について報告致します。 

 ５月１６日に事務局より調査の依頼があり、５月２２日に森田委員、渡邊委員と、事務局より相

撲局長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の９ページから１１ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、●●在住の●●●●さんが、申請地に農業用施設を建設するため、農振農用地区域

内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求め

られたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しております。 

 変更しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおりと確認しております。 

今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺には、農用地等以外の代替地もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得な

いものと判断いたします。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐  以上をもって番号４について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました５番・嶋中君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 
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 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４については原案可決されました。 

続いて番号５を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号５について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字虹別原野１番地１。 

 現況地目、畑。 

 面積、１，９２４．０３㎡となっております。 

 事業計画の名称、Ｄ型倉庫・ロール置場施設整備。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、Ｄ型倉庫１９４．４㎡、ロール置場１，０５８．２３㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第５条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号５につきましては、調査委員であります笛木委員より、報告をお願い致します。 

 １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５１号、番号５について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１７日に森田委員、大泉委員と、事務局より相

撲局長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１２ページから１４ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、●●で酪農を営む●●●●さんが申請地に農業用施設を建設するために、農振農用

地区域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町よ

り求められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しております。 

 変更しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおりと確認しております。 

今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺には、農用地等以外の代替地もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得な

いものと判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

 以上をもって番号５について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１４番・笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 
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（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号５については原案可決されました。 

続いて番号６を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号６について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字上チャンベツ原野東３線東１２番地２。 

 現況地目、牧場。 

 面積、６８４．４４㎡外３筆、合計面積が２，７９４．８１㎡となっております。 

 事業計画の名称、ロール置場整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、ロール置場２，７９４．８１㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通しについては、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 なお、番号６につきましては、調査委員であります甲斐委員より、報告をお願い致します。 

 ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

 議案第５１号、番号６について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１６日に橘委員、類瀬委員、津野委員と事務局

より相撲局長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１５ページから１７ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●●●●で酪農を営む●●●●さんが申請地をロール置場にするため、農振農

用地区域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町

より求められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しております。 

 変更しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおりと確認しております。 

今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺には、農用地等以外の代替地もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得な

いものと判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

 以上をもって番号６について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ
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ました６番・甲斐君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号６については原案可決されました。 

続いて番号７を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号７について説明させていただきます。 

 区分、除外。 

 地番、字虹別原野５９線１２８番地３。 

 現況地目、宅地。 

 面積、７４３．３７㎡外１筆、合計面積が１，２９６．８７㎡となっております。 

 事業計画の名称、農家住宅建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、除外後。 

 事業の規模等、住宅９９．３㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農家住宅を建設するものであります。 

 他法令の許認可の見通しについては、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は住宅建設地とすることにより農業経営の上で有利となり、周辺には農

用地等以外に代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定するものであ

ります。 

 なお、番号７につきましては、調査委員であります笛木委員より、報告をお願い致します。 

 １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５１号、番号７について報告致します。 

 ５月９日に事務局より調査の依頼があり、５月１４日に大泉委員、渡邊委員、森田委員と私と事

務局より若松係長で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１ページから２ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、●●在住の●●●●さんが農家住宅を建設するため、農振農用地区域内の農地を農

地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたもので

あります。 

 調査の結果、住宅の建設地とすることは、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおりと確

認しております。 
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 除外しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおりと確認しております。 

当該地は、周辺に代替地もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ないものと

判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

 以上をもって番号７について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１４番・笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号７については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第５１号、内容７件は原案可決されました。 

 

◎議案第５２号 

 日程第１１。議案第５２号、農地法第３条の規定による許可申請につい

てを内容３件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第５２号についてご説明させていただきます。 

 農地法第３条の規定による許可申請について、農地法第３条の規定による農地等の権利移転（設

定）の許可申請があった下記の件について、議決を求めるものであります。 

 許可を受けようとする土地の表示は、別紙のとおり３件となっております。 

番号１。 

 譲渡人、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●

●さん。 

 譲受人、●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字多和３３０－１。 

 地目、登記簿、原野。 

現況、畑。 

 面積、１４，３６６㎡。 

契約の種類、売買。 

 権利移転設定の理由、譲渡人は相手方要望、譲受人は経営規模拡大のため。 

 資金調達の方法及び価格、自己資金６００，０００円。 

 世帯員又は構成員、譲渡人が２名、譲受人が１名。 

 畑、採放地につきましては、譲渡人が１６９，６８５㎡、譲受人が６９，８２４㎡、全地が借入

地となっております。 
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 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 番号１につきまして、調査委員であります嶋中委員より報告をよろしくお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ５番・嶋中君。 

○５番（嶋中 勝君） ５番・嶋中。 

議案第５２号、番号１について報告致します。 

５月１６日に、事務局より調査の依頼があり、５月２２日に現地調査を行ってまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認しました。 

譲渡人の●●●●さんは、相手方の要望により農地を譲渡し、譲受人の●●●●さんは経営規模

拡大のため今回の申請となりました。 

権利を取得する、●●さんの世帯員、所有地及び経営地の状況は記載のとおり確認致しました。 

●●さんが申請地を取得後の農地すべてについて、耕作を行い、農作業に常時従事するかについ

ても、申請書に記載されたとおり確認致しましたので、農地すべてについて耕作に常時従事すると

認められます。 

●●さんの農地所有面積は申請地を含め、合計面積が６．２ｈａとなりますので、下限面積要件

は満たしております。 

権利取得後に農作業に従事し、耕作することによる周辺農地への影響はなく、効率的かつ総合的

に利用されると認められます。 

以上のことから、農地法第３条第２項各項の要件を満たしており、許可については問題ないと判

断致します。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました５番・嶋中君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

続いて番号２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号２につきましてご説明させていただきます。 

 譲渡人、●●●●●●●●●●●、●●●●さん、●●●●● ●●●●さん。 

 譲受人、●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字ルルラン３９－２５。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４，２７４㎡外１０筆、合計面積は１２８，３５０㎡となっております。 

契約の種類、売買。 
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 権利移転設定の理由、譲渡人は相手方要望、譲受人は経営規模拡大のため。 

 資金調達の方法及び価格、自己資金１，１００，０００円。 

 世帯員又は構成員、譲渡人が１名、譲受人が１名となっております。 

 畑、採放地につきましては、譲渡人が１２８，３５０㎡、譲受人が９４，０９２㎡うち借入地が

全地になります。 

 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 番号２につきましては、調査委員であります類瀬委員より報告をよろしくお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬。 

議案第５２号、番号２について報告致します。 

５月８日に、事務局より調査の依頼があり、５月１６日に現地調査を行ってまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認しました。 

譲渡人の●●●●さんの●●●●● ●●●●さんは、相手方の要望により農地を譲渡し、譲受

人の●●●● ●●●●●●さんは経営規模拡大のため今回の申請となりました。 

権利を取得する、●●●● ●●●●●●さんの構成員、所有地及び経営地の状況は記載のとお

り確認致しました。 

●●●● ●●●●●●さんが申請地を取得後に、この農地すべてについて、耕作を行い、農作

業に常時従事するかについても、申請書に記載されたとおり確認しましたので、農地すべてについ

て耕作に常時従事すると認められます。 

●●●● ●●●●●●さんの農地所有面積は申請地を含め、合計面積が２２．２ｈａとなりま

すので、下限面積要件は満たしております。 

権利取得後に農作業に従事し、耕作することによる周辺農地への影響はなく、効率的かつ総合的

に利用されると認められます。 

以上のことから、農地法第３条第２項の各項の要件を満たしており、許可については問題ないと

判断致します。 

以上で報告終わります。 

夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

 続いて番号３を議題と致します。 

 事務局より内容説明します。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号３について説明させていただきます。 
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 番号３。 

貸付人、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 借受人、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字オソツベツ３３－１２。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１６３，１４５㎡となっております。 

契約の種類、使用貸借。 

 権利移転設定の理由、貸付人が相手方要望、借受人が粗飼料確保のため。 

 世帯員又は構成員、貸付人が３名、借受人が２名となっております。 

 畑、採放地につきましては、貸付人が１６９，６８５㎡、借受人が１６，２７１㎡となっており

ます。 

 経営の状況については、省略させていただきます。 

 なお、番号３につきまして、調査委員であります髙橋委員より報告をよろしくお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １５番・髙橋君。 

○１５番（髙橋政寿君） １５番・髙橋です。 

議案第５２号、番号３について報告致します。 

５月８日に、事務局より調査の依頼があり、５月１６日に現地調査を行ってまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認しました。 

貸付人の●●●●さんは、相手方要望により農地を貸付け、借受人の●●●●さんは粗飼料確保

のため今回の申請となりました。 

農地を借受けする、●●さんの世帯員、所有地及び経営地の状況は記載のとおり確認致しました。 

●●さんが申請地を所得後、この農地すべてについて、耕作を行い、農作業に常時従事するかに

ついても、申請書に記載されたとおり確認致しましたので、農地すべてについて耕作を行い、農作

業に常時従事すると認められます。 

●●さんの農地所有面積は、申請地を含めると、合計面積が約１７．９ｈａとなりますので、下

限面積要件は満たしております。 

権利取得後に農作業に従事し、耕作することにより、周辺農地への影響はなく、効率的かつ総合

的に利用されると認められます。 

以上のことから、農地法第３条第２項の各項の要件を満たしており、許可妥当と判断致しました。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号３について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１５番・髙橋君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました。 

以上をもって、議案第５２号、内容３件は原案可決されました。 



23 

 

 

◎議案第５３号 

 日程第１２。議案第５３号、農地法第４条の規定による許可申請につい

て、内容２件を議題と致します。 

番号１を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第５３号について説明させていただきます。 

 農地法第４条の規定による許可申請について、農地法第４条の規定による農地転用の許可申請が

あった下記の件について、意見を求めるものであります。 

 許可を受けようとする土地の表示は、別紙のとおり２件となっております。 

 番号１。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字上チャンベツ原野東３線東１２－２の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、６８４．４４㎡外３筆、合計面積は２，７９４．８１㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 転用目的、ロール置場の設置。 

 転用計画内容、期間、許可日の日から永久。 

 ロール置場、２，７９４．８１㎡となっております。 

 番号１につきましては、調査を橘委員、甲斐委員、類瀬委員、津野委員に依頼しておりますが、

甲斐委員より報告をお願いします。 

 ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

 議案第５３号、番号１について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１６日に橘委員、類瀬委員、津野委員と事務局

より相撲局長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１５ページから１７ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 申請者は●●●●●●●●で営農する●●●●さんが、ロール置場の建設をするため農地の永久

転用を申請するものです。 

 この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は、記載のとおりと

確認しています。 

 農地区分は、農振農用地区域内にある農地と判断致します。 

 転用しようとする内容及び転用目的、転用計画つきましては、記載のとおり確認しております。 

 実行性、信用力については、転用にかかわる行為を遂行できると認められ、転用面積についても

妥当な面積と判断を致します。 

 周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

 農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を続けるうえで必要な施設の建設であ

ることから、この転用については問題ないものと判断いたしました。 
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 以上で報告を終わります。 

 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました６番・甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１は原案可決されました。 

続いて番号２を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号２についてご説明させていただきます。 

 番号２。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●

●さん。 

 土地の所在、字虹別原野６３線１０４－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、９，４０９．４１㎡外１筆、合計の面積が１７，９６０．３２㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 転用目的、農業用施設の建設、作業スペースの確保。 

 転用計画内容、期間、許可日の日から永久。 

 牛舎１棟、７７７．６０㎡。 

 パドック、３，７８０㎡。 

 スタック３基、２，１６０㎡。 

ロール置場、２，８００㎡。 

作業スペース、８，４４２．７２㎡。 

 事業費、１０，０７７，６２２円となっております。 

 なお、番号２につきましては、調査委員を大泉委員、森田委員、笛木委員に依頼しておりますが、

笛木委員より報告をお願いします。 

 １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木です。 

 議案第５３号、番号２について報告致します。 

 ５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１７日に大泉委員、森田委員と事務局より相撲

局長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の３ページから５ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 申請者は●●で営農する●●●● ●●●●●●さんが、農業用施設の建設をするため農地の永
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久転用を申請するものです。 

 この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は、記載のとおり確

認しています。 

 農地区分は、農振農用地区域内にある農地と判断致します。 

 転用しようとする内容及び転用目的、転用計画つきましては、記載のとおり確認しております。 

 実行性、信用力については、転用にかかわる行為を遂行できると認められ、転用面積についても

妥当な面積と判断を致します。 

 周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

 農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を続けるうえで必要な施設の建設であ

ることから、この転用については問題ないものと判断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１４番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第５３号、内容２件は原案可決されました。 

 

◎議案第５４号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１３。議案第５４号、農地法第５条の規定による許可申請につい

て、内容２件を議題といたします。 

 番号１を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

                                   （●●●●君退席） 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第５４号についてご説明させていただきます。 

 農地法第５条の規定による許可申請について、農地法第５条の規定による農地等転用のための権

利移転（設定）の許可申請があった下記の件について、意見を求めるものであります。 

許可を受けようとする土地の表示は、別紙のとおり２件となっております。 

 番号１。 

 所有者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●さん。 

土地の所在、字阿歴内原野南３線１５７－２。 
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 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２９，２７６．００㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 契約内容、所有権移転。 

 転用目的、乾草庫、育成舎、哺育舎、処理室、管理室、導入舎、隔離舎、農家住宅、飼料庫、堆

肥舎、尿溜め施設の建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久。 

 転用面積、乾草庫２棟７２９㎡、育成舎３棟６，２２９．９８㎡、哺育舎１棟５０５．４４㎡、

処理室・管理室・導入舎・隔離舎計３８７．７２㎡、農家住宅２棟２４９．４８㎡、飼料庫１棟７

７．７６㎡、堆肥舎１棟９００㎡、尿溜め１９．２５㎡、作業スペース２０，１７７．４４㎡。 

 事業費、３７０，０００，０００円となっております。 

 なお番号１につきましては、調査委員を橘委員、甲斐委員、類瀬委員に依頼しておりますが、類

瀬委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬。 

議案第５４号、番号１について報告いたします。 

５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１６日に橘委員、甲斐委員と私、事務局より相

撲局長と、湊谷主事で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料６ページから８ページに記載されていますのでご覧下さい。 

申請者は●●●で●●●●を行う予定である、●●●● ●●●●●さんで、売主の●●●●さ

んの土地に、農業用施設と農家用住宅の建設を目的とし、転用の申請をするものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しています。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする契約内容及び転用目的、転用計画については記載のとおり確認しております。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても妥当

な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を継続するために必要な施設の建設と

いうことから、この転用については問題ないものと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 
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 よって、番号１は原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

続いて番号２を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 番号２。 

 所有者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字虹別原野１－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１，９２４．０３㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 契約内容、使用貸借。 

 転用目的、Ｄ型倉庫、ロール置場施設の建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久。 

 転用面積、Ｄ型倉庫１棟１９４．４０㎡、ロール置場１，０５８．２３㎡、作業スペース６７１．

４０㎡となっております。 

 事業費、３，１１０，４００円となっております。 

 なお、番号２につきましては、調査委員を大泉委員、森田委員、笛木委員に依頼しておりますが、

笛木委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

議案第５４号、番号２について報告いたします。 

５月１１日に事務局より調査の依頼があり、５月１７日に大泉委員、森田委員と私、事務局より

相撲局長と、湊谷主事で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料１２ページから１４ページに記載されていますのでご覧下さい。 

申請者は●●で酪農を営む●●●●さんで、貸主の●●●●さんの土地に、農業用施設の建設を

目的として、転用の申請をするものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しています。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする契約内容及び転用目的、転用計画については記載のとおり確認しております。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても妥当

な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を継続するために必要な施設の建設と

いうことから、この転用については問題ないものと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ
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たました１４番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２は原案可決されました。 

 以上をもって、議案第５４号、内容２件は原案可決されました。 

 

     ◎議案第５５号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１４。議案第５５号、農用地利用集積計画の作成の要請について、

内容１９件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

番号１から番号５まで、内容５件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

よって、番号１から番号５まで、内容５件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第５５号について説明させていただきます。 

農用地利用集積計画の作成の要請について、下記の農用地利用集積計画は、農業経営基盤強化促

進法第１５条第４項の規定により、利用権設定等促進事業の実施が必要と認められるので、標茶町

長に農用地利用集積計画の作成を要請することについて議決を求めるものであります。 

 作成を要請する農用地利用集積計画、別紙のとおり１９件であります。 

 番号１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●

●●●● ●●●●●さん 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●

●● ●●● ●● ●さん。 

 土地の所在、字クチョロ原野１１８－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３１，９０２㎡外２１筆、合計の面積は６４７，０２８㎡です。 

 利用権設定等の種類は、所有権の移転。 

 利用権設定等の内容は、普通畑及び採放地。 

 成立する法律関係は、売買。 

 所有権移転の時期は、平成３０年５月２９日。 

対価の支払期限は、平成３０年７月３１日。 
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土地の引渡時期は、対価の支払日。 

価格は、１２，９２２，０００円。 

支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

なお、番号２から番号５につきまして、利用権の設定等をする者が番号１と同じでありますので、

説明を省略させていただきます。 

なお、番号２につきまして、利用権設定等の種類、利用権設定等の内容、成立する法律関係、所

有権移転の時期、対価の支払期限、土地の引渡時期、支払方法が番号１と同じでありますので、説

明を省略させていただきます。 

番号２。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●● ●●●●● 

●●●●さん。 

 土地の所在、字クチョロ原野２２７－２。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７２，０１４㎡外２筆、合計の面積が９７，９２２㎡。 

 価格は、２，６３０，０００円であります。 

番号３。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の所在、字虹別原野２３７－３。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７０，３４１㎡外１０筆、合計の面積が１８８，８１３㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３５年２月２８日まで。 

 土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間２５８，２６０円となっております。 

 支払方法、毎年１２月１０日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号４、番号５につきまして、利用権設定等の種類、利用権設定等の内容、成立する法律

関係、利用権の期間、土地の引渡時期、支払方法が番号３と同じですので、説明を省略させていた

だきます。 

 番号４。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別４３８－６。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１２０，６００㎡。 

 金額は、年間１６７，１００円であります。 

 番号５。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の所在、字虹別４３０－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６３，８５７㎡外７筆、合計の面積が２２４，１６３㎡。 

 金額は、年間３０８，１４０円となっております。 
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 なお、番号１から番号５まで、すべてあっせん案件でありますので、改めての現地調査は行って

おりません。 

以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１から番号５まで内容５件について事務局の説明を

終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号５まで、内容５件については原案可決されました。 

 続いて番号６を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号６について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野７０－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４８，８１３㎡外２筆、合計の面積１１５，１８９㎡。 

 利用権設定等の種類は、使用貸借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、使用貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成４０年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、無償。 

 支払方法は、なし。 

 なお、現地調査につきまして、笛木委員に依頼しております。 

調査結果についてご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５５号、番号６について報告致します。 

 ５月１０日に事務局より調査依頼があり、５月１４日に確認調査を行ってまいりました。 

 利用権設定等の農地については、経営移譲に伴う新規の家族間の使用貸借契約であり、記載のと

おり確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、後継者に引き継ぐため農地を使用貸借するものです。 

 借主の●●●●さんは、農地を借り受け自給飼料の確保を図るということです。 

 この使用貸借契約につきましては、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に
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利用して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号６について事務局の説明、並びに現地調査にあたら

れました１４番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号６については原案可決されました。 

 続いて番号７を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号７について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野５９線１２２－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４９，６４０㎡外１筆、合計面積は９９，２５７㎡。 

 利用権設定等の種類は、使用貸借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、使用貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成４８年１１月２４日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、無償。 

 支払方法は、なし。 

なお、現地調査につきまして、笛木委員に依頼させておりますので、調査結果について報告をお

願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５５号、番号７について報告致します。 

 ５月１０日に調査依頼があり、５月１４日に確認調査を行ってまいりました。 

 利用権設定等の農地については、経営移譲に伴う新規の家族間の使用貸借権の設定であり、記載

のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、後継者に引き継ぐため、使用貸借するものです。 

 借主の●●●●さんは、農地を借受け自給飼料の確保を図るということです。 
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 この使用貸借契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用

して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断致しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号７について事務局の説明、並びに現地調査にあたら

れました１４番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号７については原案可決されました。 

 続いて番号８を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号８について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別４０６－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３８，８９２㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３５年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間１２４，０００円。 

 支払方法は、毎年１２月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号８につきましては、笛木委員に現地調査を依頼しておりますので、調査結果について

ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

 議案第５５号、番号８番について報告致します。 

 ５月１０日に事務局より調査依頼があり、４月１４日に確認調査を行ってまいりました。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、相手方の要望により、農地を貸付するものです。 

 借主の●●●●さんは、農地を借受自給飼料の確保を図るということでした。 
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 この賃貸契約につきましては、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用

して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号８について事務局の説明、並びに現地調査にあたら

れました１４番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号８については原案可決されました。 

 続いて番号９を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号９について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字中チャンベツ２４２－９４。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２２，５８９㎡。 

 利用権設定等の種類は、使用賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、使用貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成６０年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、無償。 

 支払方法は、なし。 

 なお、番号９につきまして、甲斐委員に現地調査を依頼しておりますので、調査結果について、

ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

 議案第５５号、番号９について報告致します。 

 ５月１０日付けで調査の依頼がありまして、５月１４日に確認調査を行ってまいりました。 

 利用権設定等の農地については、新規の使用貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、●●●で農地を使用貸借するものです。 

 借主の●●●●さんは、安定した粗飼料の確保を図るということでした。 



34 

 

 この使用貸借契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用

して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号９について事務局の説明、並びに現地調査にあたら

れました６番・甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号９については原案可決されました。 

 続いて番号１０を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１０について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の所在、字チャンベツ１９－２４。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７３，１２７㎡外７筆、合計の面積が１７６，７８９㎡です。 

 利用権設定等の種類は、貸借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３５年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間５６５，７００円。 

 支払方法は、毎年１２月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１０につきましては、甲斐委員に現地調査を依頼させておりますので、調査結果につ

いて、ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

 議案第５５号、番号１０について報告致します。 

 ５月１０日付けで調査依頼がありまして、５月１４日に調査してまいりました。 

 利用権設定等の農地については、継続の賃貸契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●● ●さんは、相手方の要望により、農地を貸付けするものです。 

 借主の●●●●さんは、安定した粗飼料の確保を図るということです。 
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 この賃貸契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用して、

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１０について事務局の説明、並びに現地調査にあた

られました６番・甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１０については原案可決されました。 

続いて番号１１を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

                                   （●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１１について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字雷別７－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１２７，９９２㎡。 

 利用権設定等の種類は、使用貸借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、使用貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成４０年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、無償。 

 支払方法は、なし。 

なお、番号１１につきましては、甲斐委員に調査を依頼しておりますので、調査結果について、

ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐。 

 議案第５５号、番号１１について報告致します。 

 ５月１０日付けで調査依頼がありまして、５月１５日に調査してまいりました。 
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 利用権設定等の農地については、新規の使用貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、相手方要望のために農地を貸付するものです。 

 借主の●●●●さんは、安定した粗飼料の確保を図るということでした。 

 この使用貸借契約につきましては、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に

利用して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１１について事務局の説明、並びに現地調査にあた

られました６番・甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢あり｣の声あり） 

 ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊です。 

 今の報告の中で、３０年から４０年と１０年間の貸借なんですけれども、無償という形になって

おります。 

 これは何か訳があるんでしょうか。 

○会長（佐  休憩致します。 

                 休憩 午前１１時５４分 

                 再開 午前１２時０４分 

○会長（佐瀨日出夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

 ●●さんは、今まで農地を管理していましたが、現在は管理が難しくなりましたので、使用貸借

をして農地を荒らさないで、●●さんに管理していただきたいと聞いておりました。 

 他にご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（  ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１１については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

続いて番号１２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１２について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●、●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●
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さん。 

 土地の所在、字クチョロ原野２１９－１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、２２４，６１７㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３４年３月３１日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間４４９，０００円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１２につきましては、高松委員に現地調査を依頼をさせていただいておりますので、

報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ２番・高松君。 

○２番（高松俊男君） ２番・高松です。 

 議案第５５号、番号１２について報告致します。 

 ５月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、５月１４日に現地調査を行ってまいりまし

た。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●さんは、相手方の希望により農地を貸付する

ものです。 

 借主の●●●●●●●、●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図るということでした。 

 補足ですが、この●●●●●●に、●●●●●●に●●さんは●●●●●●であります。 

この賃貸借契約について、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用し、

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１２について事務局の説明、並びに現地調査にあた

られました２番・高松君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１２については原案可決されました。 

続いて番号１３を議題と致します。 

なお、●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になってお
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りますので、除斥を求めます。 

                                   （●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１３について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●●● ●●●● 

● ●● ●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●さん。 

 土地の所在、字クチョロ１９１－１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、１，２１５㎡外５３筆、合計面積が１，０５６，９０８㎡です。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３１年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間７９２，６８１円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１３につきましては、澁谷委員に現地調査を依頼をさせていただいておりますので、

調査結果について、ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １番・澁谷君。 

○１番（澁谷 洋君） １番・澁谷です。 

 議案第５５号、番号１３について報告致します。 

 ５月１０日付けで調査依頼がありまして、５月１５日に調査してまいりました。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●さんは、●●のため農地を貸付するものです。 

 借主の●●●● ●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の安定確保を図るということでした。 

 この賃貸契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用し、

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１３について事務局の説明、並びに現地調査にあた

られました１番・澁谷君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 
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（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１３については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

続いて番号１４を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１４について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●● ●●●● 

● ●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の所在、字ルルラン１６－１の内。 

 地目は、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３０，４８２㎡です。 

 利用権設定等の種類は、使用貸借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、使用貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成５３年４月２４日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、無償。 

 支払方法は、なし。 

なお、番号１４につきましては、現地調査を類瀬委員に依頼をさせていただいておりますので、

調査結果についてご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬です。 

 議案第５５号、番号１４について報告致します。 

 ５月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、５月１６日に現地調査に行ってまいりまし

た。 

 利用権設定等の農地については、新規の使用貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●● ●さんは、●●●●●●●●●●●へ農地を貸付するものです。 

 借主の●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図

るということでした。 

 この使用貸借契約について、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用し

て、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１４について事務局の説明、並びに現地調査にあた

られました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 
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（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１４については原案可決されました。 

 お諮り致します。 

 番号１５から番号１６まで、内容２件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１５から番号１６まで内容２件について、一括議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１５について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●● ●●●● 

● ●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字ルルラン３１－２。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３２，９５８㎡外３筆、合計の面積が６１，２６０㎡。 

 利用権設定等の種類は、貸借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成４０年５月２８日まで。 

土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間１１０，０００円。 

 支払方法は、毎年１２月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号１６につきまして、利用権の設定等を受ける者、利用権設定等の種類、利用権設定等

の内容、成立する法律関係、利用権の期間が番号１５と同じでありますので、説明を省略させてい

ただきます。 

 番号１６。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字オソツベツ１４６－１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、２３，２３３㎡外１１筆、合計の面積が１３９，５００㎡。 

 金額は、年間２７７，０００円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号１５、１６につきまして、類瀬委員に現地調査の依頼をさせていただいておりますの



41 

 

で、調査結果をご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬。 

 議案第５５号、番号１５、１６について報告致します。 

 ５月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、５月１６日に現地調査に行ってまいりまし

た。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さん、●●●●さんは、相手側の希望により農地を貸付するものです。 

 借主の●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図

るということでした。 

 この賃貸借契約につきましては、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利

用して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１５から番号１６まで内容２件について事務局の説

明、並びに現地調査にあたられました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１５から番号１６まで内容２件については原案可決されました。 

 お諮り致します。 

 番号１７から番号１８まで内容２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１７から番号１８まで内容２件を一括議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１７について説明させていただきます。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の所在、字チャンベツ原野基線１０－１３の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１８，８０４㎡外４筆、合計の面積が１１８，６９７㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 
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 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３５年５月２８日まで。 

 土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

 金額は、年間２５０，０００円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１８につきまして、利用権の設定等をする者、利用権設定等の種類、利用権設定等の内

容、成立する法律関係、利用権の期間、支払方法が番号１７と同じでありますので、説明を省略さ

せていただきます。 

番号１８。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字チャンベツ原野基線５－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１６，２４６㎡外１３筆、合計面積が２００，９８６㎡です。 

 金額は、年間３７０，０００円であります。 

 なお、番号１７、１８につきまして、類瀬委員に現地調査を依頼させていただいておりますので、

調査結果についてご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・類瀬君。 

○１１番（類瀬正幸君） １１番・類瀬です。 

 議案第５５号、番号１７、１８について報告致します。 

 ５月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、５月１４日と１５日に現地調査に行ってま

いりました。 

 利用権設定等の農地については、継続の賃貸借契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●● ●さんは、相手側の希望により農地を貸付するものであります。 

 借主の●●●●さん、●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図るということでした。 

 この賃貸借契約について、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用して、

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１７から番号１８まで内容２件について事務局の説

明、並びに現地調査にあたられました１１番・類瀬君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１７から番号１８まで内容２件については原案可決されました。 

続いて番号１９を議題と致します。 
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 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号１９について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●●● ●●●●

● ●● ●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字多和２０－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１５，３４８㎡外９筆、合計の面積が２０２，２２３㎡です。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成３０年５月２９日から平成３５年５月２８日まで。 

 土地の引渡時期は、平成３０年５月２９日。 

金額は、年間３５０，０００円。 

 支払方法は、毎年１２月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１９につきましては、渡邊委員に現地調査の依頼をさせていただいておりますので、

調査結果について、ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊です。 

 議案第５５号、番号１９について報告致します。 

 ５月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、５月１４日に現地調査に行ってまいりまし

た。 

 利用権設定等の農地については、継続の賃貸契約でありまして、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、相手方の希望により農地を貸付するものです。 

 借主の●●●● ●●●●●●●● ●●●●● ●● ●さんは、農地を借受け粗飼料の確保

を図るということでした。 

 この賃貸借契約につきましては、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利

用して、耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断致しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１９について事務局の説明、並びに現地調査にあた

られました９番・渡邊君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 
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（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１９については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第５５号、内容１９件は原案可決されました。 

  

    ◎閉議の宣告 

 これをもちまして、第１２回標茶町農業委員会総会に付議されました案

件の審議は、全部終了致しました。 

 

◎閉会の宣告 

 第１２回標茶町農業委員会総会を閉会致します。 

 どうも御苦労さまでした。 

 

（午前１２時２５分閉会） 

 

 


